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夏休み
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ろ
い
ろ
学
ぼ
う

子
供
問
士
の
仲
闢
づ
く
り
や
大
人
と

叭
交
流
を
通
し
、
地
域
ぐ
3
み
で
健
全

膏
成
t
支
え
る
児
童
館
。
現
在
、
区
内

に
は
4
7
力
所
あ
り
、
子
供
た
ち
が
遮
ん

だ
り
、
本
t
読
ん
だ
り
、
工
作
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。
こ
叭
勹
ち
叭
劇
力

所
は
、
老
人
館
と
集
会
室
が
住
区
セ
、
‘

リ
ー
に
併
設
さ
れ
、地
域
に
密
一
し
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
哂
2
1
日
か

ら
は
、子
供
た
ち
に
と
っ
て
待
望
叭
一

休
み
。各
児
童
館
て
は
、外
れ
岼
れ
特

徴
叭
あ
る
行
事
t
肝
画
し
て
い
ま
す
。

大
い
に
遊
ぶ
も
よ
し
、
学
ぷ
も
よ
し
。

学
校
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
児
童
館
を
、

体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

すいか割り、ゲーム、映画会など

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す

夏
休
み
と
聞
け
ば
、
わ
く
わ
く
し
た

気
分
に
。
楽
し
い
行
事
に
参
加
で
き
る

と
な
れ
ば
。
気
分
は
さ
ら
に
盛
り
上
が

り
ま
す

。
こ
ん
な
子
黻
た
ち
の
期
待
に

こ
た
え
る
た
め
、
児
童
館
で
は
夏
休

み
な
ら
で
は
の
行
事
を
用
意
し
て
い

ま
す

。

す
い
か
割
り
(
六
木
・
綾
瀬
・
入

谷
等
)
、
ゲ
ー
ム
大
会
(
花
保
・
東
和

・
脛
浜
等
)
、
デ
イ
キ
ャ
ン
ブ
(
梅
島

・
加
賀
・
長
門
等
)
、
映
画
会
(
大
谷

田
・
東
伊
興
等
)
や
お
ぱ
け
屋
敷
、

ど
じ
ょ
う
つ
か
み
な
ど
、
歓
声
が
上

が
る
こ
と
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う

。

こ
の
ほ
か

、
一
輪
車
(

中
央
本
町

・
栗
原
北
・
江
南
等
)
、お
楽
し
み
会

(
六
月
・
伊
興
・
平
野
等
)

な
ど
が

各
館
で
行
わ
れ
ま
す

。

キ ャンプ 体験もバッチリ

い
つ
も
の

児
童
館
も
面
白
い

ボ
ー
ル
や
卓
球
、飛
び
箱
や
マ
ッ
ト
、

柔
ら
か
い
ブ
ロ
ッ
ク
や
低
い
平
均
台
な

ど
、
広
場
に
は
簡
単
な
避
具
が
あ
り
ま

す
。
遊
び
の
こ
と
な
ら
お
ま
か
せ
と
い

う
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
く
ら
い

の
遊
具
が
あ
れ
ば
十
分
の
様
子
で
す
。

ま
た
、
図
S
室
に
は
、
マ
ン

ガ
か
ら
児
童
書
ま
で
多
く
の
本

が
並
ん
で
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

気
に
入
っ
た
本
を
気
軽
に
寝
そ

べ
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
紙
芝
居
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。

さ
ら
に
、
老
人
館
が
併
設
さ

れ
て
い
る
特
徴
を

生
か
し
て
、お
と

し
よ
ひ
か
ら
ベ
ー

ゴ
マ
を
教
わ
っ
た

り

子
供
た
ち
が

手
紙
を
書
い
た
り
(
西
部
・
中
部
等
)

と
、
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

幼
児
連
れ
の
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に

も
開
放
。リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
橸一し

た
り
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換
の

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
作
る
食
事
。

お
い
し
い
よ
!

マ ンガ か ら 児童 書 まで ピ ッ シ リ

様々な工作 に挑戦 しよう発
想
力
が
豊
か

子
供
た
ち
に
人
気
の
工
作
に
は

、
使

う
材
料
や
テ
ー
マ
の
違
い
に
よ
っ
て

、

様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す

。

ひ
も
で
か
ご
を
綢
む
♀

住
河
原
町
)

と
か

、ブ
ロ
ー
チ
や
う
ち
わ
を
作
る
(
興

本
)
。自
動
車
や
船
や
貯
金
箱
な
ど
を
作

る
木
工
作
(

西
新
井
・
弘
道
・
保
塚
・

南
花
畑
等
)

と
か

、
ビ
ー
ズ
フ
ラ
ワ
ー

や
紙
工
作
な
ど
、
興
味
の
対
象
に
は
事

欠
き
ま
せ
ん

。

そ
ぱ
で
指
導
し
て
い
る
児
童
館
の
方

に
話
を
聞
く
と
、「
子
供
た
ち
の
発
想
力

は
豊
か
で

。
思
わ
ぬ
も
の
が
で
き
上
が

っ
た
り
し
ま
す
」(島
根
)
、
「
初
め
は
ぎ

こ
ち
な
く
て
も
、
だ
ん
だ
ん
上
手
に
な

っ
て
い
き
ま
す
」(青
井
)
、と
い
う
こ
と

で
し
た

。
こ
の
機
会
に
晋
段
で
は
で
き

に
く
い

、
も
う
少
し
手
の
込
ん
だ
工
作

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う

。

地域に身近な
住
区
セ
ン
タ
ー
と
は
…

区
で
は
、
地
域
に
お
け
る
自
治
・
自

主
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
半
径
5
0
0
a程

度
の
範
囲
に
I
カ
所
の
住
区
セ
ン
タ
ー

(児
童
館
・
老
人
館
・
集
会
施
設
)
を

建
設
し
て
い
ま
す

。

セ
ン
タ
ー

の
一
番

の
特
色
は
、
利
用
者

は
も
ち
'
(ん

、
建
物

を
管
理
し
た
り
、
事

業
の
プ
ラ
ン
を
立
て

た
り
実
行

す
る
人

が
、
み
ん
な
地
域
の

人
た
ち
で
あ
る
こ
と

で
す
。
名
実
と
も
に
、

地
域
の
人
々
に
は
ぐ

く
ま
れ
て
い
る
施
設

な
の
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
の
基
盤
と
し

て
、
さ
ら
に
は
区
民
の
「
生
涯
学
習
」

や
「
健
漿
づ
く
り
」
な
ど
、
地
域
活
動

を
支
え
る
拠
点
と
し
て
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
住
区
セ
ン
タ
ー
。
区
で
は

5
6力
所
の
開
設
を
目
標
に
し
て
い
ま
す

が
。
9
月
に
は
4
2番
目
の
本
木
関
原
住

区
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
ブ
ン
し
ま
す
。

a 澁 二鈿 峨扈

児
童
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
で
す
。
3
面
に

区
内
4
7ヵ
所
の
児
童
館
一
覧
表
を

掲
載
し
ま
し
た
の
で
。夏
休
み
の

行
事
な
ど
、
く
わ
し
く
は
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

葦
立
ち

こ
の
ほ
ど
、
足
立
区
地
域
保
健

福
祉
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0世
紀
末
ま
で
の
足
立

区
の
保
健
福
祉
の
あ
り
方
を
示
し

た
も
の
で
、
今
唆
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
施
策
を
展
関
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

人
生
8
0年
と
一
口
に
言
い
ま
す

が
。
今
年
8
0歳
に
な
る
方
が
生
ま

れ
た
の
は
大
正
2
年
。ま
だ
、日
露

戦
争
の
余
韻
が
残
っ
て
い
た
こ
ろ

で
す
。
宇
宙
飛
行
が
可
能
と
な
っ

た
現
代
の
繁
栄
な
ど
、
全
く
予
測

で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

人
の
一
生
も
ま
た
、
予
想
外
の

出
来
事
の
連
続
で
す
。
し
か
し
、

厦
実
に
い
え
る
の
は
、
ど
ん
な
元

気
な
大
で
も
、
年
齢
を
璽
ね
れ
ば

身
体
の
機
能
が
衰
え
る
こ
と
で

す
。そ
の
弱
さ
を
抱
え
な
が
ら
も
。

生
き
生
き
と
し
た
日
々
の
暮
ら
し

が
あ
る
、
そ
ん
な
生
き
が
い
の
あ

る
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
の

が
、
こ
の
計
画
の
基
本
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
区
で
は
、
マ
ン

パ
ワ
ー
の
確
保
や
施
設
整
爾
な
ど

住
み
慣
れ
た
町
で
暮
ら
せ
る
よ
う

な
支
援
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
そ

れ
を
う
ま
く
稼
働
さ
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

と
同
時
に
、
こ
れ
は
行
政
だ
け

で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域

の
皆
様
の
、
と
も
に
生
き
る
精
神

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も

の
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
、
多
様
な
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

区
長
古
性
直
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福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

派
遣

対
象
=
児
童
育
成
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、
中
学
生
以
下
の
児
竜
を
養
育
し
て

い
る
家
庭

内
容
―
親
ま
た
は
子
供
が

祠
気
や
ヶ
が
な
ど
の
と
き
、
家
事
や
育

児
を
手
伝
う
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
ま
す
(
長
期
疾
柯
等
は
対
象
外
ン

ー

度
の
申
請
で
5
回
以
内
、
年
間
2
0回
ま

で
ノ
で
前
7
時
～
T
凌
7
時
の
間
で
連

続
8
時
間
ま
た
は
4
時
間
を
I
回

申

込
り
診
察
券
等
、
疾
病
を
証
明
で
き
る

も
の
と
印
か
ん
を
窓
口
へ
持
参
(
緊
急

の
塲
台
は
代
理
の
方
ま
た
は
電
話
申
し

込
み
も
可
)

申
・
問
先
a
千
住
本
庁

舎
・
児
塹
助
成
係

福
祉
事
務
所

の
ご
案
内

福
祉
事
務
所
で
は
、
各
種
の
相
談
や

給
付
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

綢
気
な
ど
で
働
け
な
く
な
っ
て
収
入

が
減
り
、
生
活
費
や
医
療
費
な
ど
で
お

困
り
の
方
に
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

□
お
と
し
よ
り
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
お
と
し
よ
り

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま

す
、
ま
た
、
電
磁
調
理
器
な
ど
の
日
常

生
活
用
具
の
給
付
や
住
宅
改
造
費
助
威

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
ね
た
き
り
な

ど
、
常
に
介
護
を
必
要
と
し
、
・同
時
に

在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
お
と
し
よ
り

に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
に

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装
具

や
更
生
医
療
の
給
付
、
日
常
生
活
用
具

や
住
宅
設
備
改
善
費
の
助
成
、
ま
た
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ろ
う
あ
の

方
に
は
、
毎
月
第
4
木
曜
日
(
祝
日
の

場
合
は
翌
日
)
午
後
1
時
～
4
時
に
、手

話
通
訳
者
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
に

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
援
護
施
設
へ
の

入
所
、
愛
の
手
帳
の
交
付
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方
へ

2
0歳
未
満
の
児
槧
の
い
る
母
子
家
庭

の
方
に
、
児
童
の
就
学
等
の
相
談
、
住

宅
資
金
や
就
職
・
就
学
支
度
金
な
ど
の

貸
付
、
ま
た
母
子
寮
へ
の
入
所
な
ど
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

。
▽
指
定
の
国

民
宿
舎
等
を
年
2

泊
、
無
料
ま
た
は
低

額
な
料
金
で
提
供
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム
の
制
度
が
あ
り
ま
す

。

□
女
性
の
方
に

夫
の
暴
力
行
為
な
ど
か
ら
逃
れ
て
一

時
的
に
保
護
を
求
め
る
女
性
や

、
様
々

な
問
題
を
抱
え
て

困
っ
て
い
る
女
性
を

対
象
に
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

。

・

家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方
に

▽
家
庭
相
談
・・・
家
庭
相
談
飩
が

、
家
庭

内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

。
▽
児
童
相
談

・・・
児
童
福
祉
司
が

、
子
供
の
養
育
費
や

障
害
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

。
相
談
日
時
は
、
肓

週
月
・
木
曜
日
(

中
部
福
祉
事
務
所
は

木
曜
日
の
み
)

の
午
前
9

時
I

正
午
で

す

。

-

い
ず
れ
も
ト
レ

相
談
日
時
=
指
定
の
あ
る
も
の
を
除

き
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5

時

申
・
問
先
=
管
轄
の
各
擶
阯
事

務
所
(
表
1
)

表1 福祉事務所一覧

児
童
手
当
・
特
例
給
付

該
当
の
方
は
請
求
を

□
児
童
手
当

児
童
の
出
生
届
を
出
し
た
方
や
区
外

か
ら
転
入
し
た
方
な
ど
で
、
次
の
要
件

に
該
当
し
、
ま
だ
謂
求
し
て
い
な
い
方

は
、
児
童
手
当
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
(
公
務
貝
の
方
は
動
務
先
で
請

求
)
。
対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
る
/

平
成
3
年
1
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
児

童
を
、
一
人
だ
け
養
育
し
て
い
る
/
1
8

歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以
上
養
育
し
て

お
り
、4
歳
禾
満
(
平
成
6
年
1
月
1

日
以
降
は
3
歳
未
禹
)
の
児
鼡
を
含
ん

で
い
る

※
所
得
制
限
有
り

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
、
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
受
給
資
格
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

j
い
ず
れ
も
卜

手
当
月
額
-
1
8
歳
未
満
の
児
蟻
の
中

で
、
平
成
3
年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
1
番
目
の
児
童
に
5
千
円
、4
歳

未
満
の
2
番
目
の
児
童
に
5
千
円
、4

歳
禾
満
の
3
番
目
以
降
の
児
童
に
は
1

万
円

申
込
9
保
護
者
名
義
の
都
内
金

融
機
関
の
頂
金
通
帳
(
郵
便
暘
を
除

く
)
、
年
金
手
帳
、健
康
保
険
証
、印
か

ん
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

国

保

保
険
料
納
入
通
知
書

を
発
送
し
ま
し
た

平
成
5
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
決

定
納
入
通
知
書
と
、7
月
～
9
月
分
納

付
書
お
よ
び

。括
払
込
用
(
全
納
用
)

納
付
書
を
、7
月
9
1一日
に
郵
送
し
ま
し

た
。
今
回
送
付
し
た
納
入
通
知
書
の
保

険
料
額
は
、
平
成
5
年
度
の
住
民
税
額

に
基
づ
い
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
5
年
度
住
民
税
が
確
定
し

て
い
な
い
方
(
申
告
が
遅
れ
て
い
る
場

合
な
ど
)
は
、
平
成
4
年
度
の
住
民
税

に
基
づ
い
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
方
に
は
、
今
年
度
住
民
税
が

確
定
し
た
時
点
で
、
正
し
い
保
険
料
に

変
更
し
た
納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限
は
毎

月
人
日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
便
利
な
口
座

振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

療
養
費
の
支
給

療
養
費
と
は
、
医
療
の
費
用
を
皆
さ

ん
が
祠
院
等
に
一
旦
全
額
支
払
い
、
必

要
な
瘠
類
を
添
え
て
国
保
課
に
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
あ
と
で
国
保
で
定
め

ら
れ
た
基
準
額
の
7
割
の
金
額
が
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
(
退
職
者
本
人
の
場

合
は
8
割
、
退
職
者
被
扶
養
者
の
場
合

は
入
院
8
割
、
通
院
7
創
)
。
対
象
=

や
む
を
え
ず
保
険
証
で
治
療
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
と
き
/
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど

の
冶
療
用
装
具
を
瞑
っ
た
と
き
/
付
添

看
護
を
つ
け
た
と
き
等

申
・
問
先
=

中
央
本
町
庁
黔
・
保
険
給
付
係

`
一
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

募

集

中
川
処
理
場
見
学
会

参
加
者
募
集

9
月
1
0日
は
全
国

下
水
道
促
進
デ
ー

下
水
が
き
れ
い
な
水
に
生
ま
れ
変
わ

っ
て
い
く
様
子
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

バ
ス
で
中
川
処
理
場
へ
ご
案
内
し
ま

す
。
日
時
=
9
月
H
日
(
占

、午
後
1

時
、
北
千
住
駅
西
口
前
集
合

定
員

瓦
J
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
卜―電
話

申
・
問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
土
木
部
計
画
調
整
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

宿
泊
行
事

介
護
補
助
者
募
集

嗷
度
障
害
者
の
介
護
補
助
者
を
募
集

し
ま
す
。
宿
泊
行
事
で
は
楽
し
い
企
画

も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

日
程
=
8
月
2
4・
2
5

日

場
所
=
都
立
水
元
青
年
の
家

対

象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
1
8歳
か
ら
4
0

歳
倥
ま
で
の
男
性
の
方

定
員
a
4
人

翻
礼
=
2
日
間
で
6
千
円
(
宿
泊
費
・

食
事
は
無
料
。
傷
害
保
険
付
き
)

申

・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

生
活
環
境

目
立
つ
夏
休
み

の
放
置
自
転
車

□
駅
周
辺
3
0
0″以
内
は
自
転
車
放
置
禁

止
区
域
で
す

駅
周
辺
の
路
上
に
あ
ふ
れ
る
放
置
自

転
申
で
、
歩
行
者
、
特
に
高
齢
者
や
障

害
者
の
方
の
通
行
が
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。区
で
は
、放
置
自
転
車
対
策
と
し

て
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
と
同
時
に
、

駅
周
辺
お
お
む
ね
3
0
0田以
内
を
自
転
車

放
置
禁
止
区
岐
に
指
定
し
て
い
ま
す
。4

引
き
取
り
の
際
に
撤
去
料
2
千
円
を

徴
収禁

止
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

は
、
区
が
撤
去
し
て
駅
ご
と
の
自
転
車

移
送
所
に
運
び
保
管
し
て
い
ま
す
。
ま

た
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
学
生
・
生
徒
の
自
転
車
放
置
が
目
立

つ
夏
休
み

学
校
等
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
特
に

学
生
・
生
徒
の
自
転
車
放
置
が
目
立
ち

ま
す
ス
ウ
ッ
カ
リ
放
置
で
、
撤
去
料
を

支
払
う

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
駅
に
近
い
方
は
歩
き
ま
し
ょ
う

区
で
は
駅
前
広
場
の
安
全
で
快
適
な

璢
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
区

の
対
応
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け
歩
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
自
転
車
は
決
め
ら
れ
た
自

転
車
置
き
場
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

□
西
新
井
柬
駐
車
場
お
よ
び
西
駐
車
場

を
ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ

西
新
井
陸
橋
の
耐
震
工
事
の
た
め
に

8
月
1
日
か
ら
し
ぱ
ら
く
の
間
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
と
し
て
栗
原

三
丁
目
1
5番
先
と
梅
島
三
丁
目
2
8乕
5

号
に
仮
設
駐
車
場
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
4
1係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

掲
示
板

□
身
体
障
害
者
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
募
集
区
内

在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
4
0
歳
位
ま
で
の
方
/
面
接
選
考
/
足

立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
〒
1
2
0
東

綾
瀬
1
ふ
J
j
2
綾
瀬
福
祉
施
設
内
?

3
6
0
5
)
6
7
6
2

□
平
成
6
年
商
業
統
計
調
査
(
卸
売
・

小
売
業
)
ポ
ス
タ
ー
募
集
ど
な
た
で

も
応
募
可
/
縦
5
9
m
x
横
4
2
m
(
A
2

皈
)
、縦
長
の
画
用
紙
で
4
色
以
内
(
白

色
は
I
色
と
数
え
な
い
)
/
「通
商
産

業
省
」
「都
道
府
県
」
「市
区
町
村
」
「商

業
統
計
調
査
(
卸
充
・
小
充
業
)
」
「平

成
6
年
7
月
1
日
」の
文
字
を
入
れ
る

/
曚
語
・
写
真
は
使
用
し
な
い
/
禾
発

表
の
も
の
/
ポ
ス
タ
ー
の
裏
面
に
住

所
、氏
名
、職
業
(
学
生
の
場
合
は
学

校
名
・
学
年
)
を
明
記
/
郵
送
ま
た
は

持
参
/
9
月
1
0
日
消
印
有
効
/
都
庁
・

商
業
統
計
係
〒
1
6
3
1
0
1
西
新
宿
2
-

8
-
-
1
昔
(
5
3
2
恚
1
1
1
㈹

□
第
5

回
赤
ち
ゃ
ん
大
会
8

月
8

日

百
)

、
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
/
産
業

振
興
郡
/

。平
成
4

年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ

ん
/

計
測
・
健
康
相
談
・
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
等
/

参
加
自
由
/

無
料
/

勝
楽
堂

絹
院

昔
(
3
8
8
1
)
O
1
3
7

□
羽
レ
デ
ィ
ー
ス
乗
馬
ス
ク
ー
ル
(
第

2
回
)
9
月
1
日
I
5
日
/
昼
の
部

・
:
午
前
1
0
時
～
正
午
/
夜
の
部
…
午
後

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/
大
井
競
馬
場

/
都
区
内
在
住
・
在
動
の
1
8
歳
以
上
の

初
心
者
の
女
性
で

、1

日
2

時
間
(
5

日
間
)

の
連
続
受
講
可
能
な
方
/

「
な

み
あ
し

」
か
ら

「
は
や
あ
し
に
ま
で
/

各
部
3
0人
/
3

千
勁
円
(
5

日
間
の
保

険
・
貸
靴
等
す
べ
て
含
む
)
/

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名

ラ

リ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
職
業
・
電
話
番
号
(

自
宅
と
動
務

先
)
、

。第
2

回
昼

ま
た
は

「
第
2
回

夜
」
と
希
望
の
部
を
明
記
/
8

月
9
日

必
着
/

特
別
区
競
馬
組
合
・
競
馬
事
業

所

「
猖
レ
デ
ィ
ー
ス
乗
馬
ス
ク
ー
ル
一

務
I
B
I
H
4
0
品
川
区
勝
島
2
-
I
-
2

昔
(
3
7
6
3
)
2
1
5
1

□
第
1
9
回
足
立
区
障
害
者
夏
ま
つ
り
7

月
2
5
日
(
日
)
、午
後
1

時
～
8

時
/

青
空
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

、
模
擬
店
、
盆

踊
り
ほ
か
/

無
料
/

都
立
足
立
養
護
学

校

さ
(
3
8
5

旦
6
0
6
6

□
東
京
都
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
募
集
祁
内
を
仕

・
在
動
・
在
学
ノ
(
ガ
キ
ー
通
に

標
語
I
点
と
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
阿
で
募
集
を
知
っ

た
か
を
明
記
(
都
外
居
住
者
は
、
勤
務

・
通
学
先
の
所
在
地
を
記
入
)
/
7
月

3
1
日
消
印
有
効
/
表
彰
等
/
入
選
作
の

著
作
権
は
都
に
帰
属
し
ま
す
/
都
・
交

通
安
全
対
策
室
〒
旧
1
0
1
西
新
宿
2
　

8
-
1
さ
(
5
3
8
8
)
3
1
2
6

□
短
期
講
習
「
パ
ソ
コ
ン
(
初
級
)
」
科

9
月
1
日
～
8
日
、
午
後
6
時
～
9
時

1
0
分
(
6
日
制
)
/
初
心
者
で
在
職
の

方
/
1
5
人
(
受
付
開
始
時
点
で
定
貝
を

越
え
た
場
合
は
抽
選
)
/
5
千
瞋
円
(
返

却
し
ま
せ
ん
)
/
受
け
付
け
は
7
月
2
6

日
～
3
0
日
、
午
後
6
時
に
直
接
窓
口
へ

/
都
立
足
立
技
術
専
門
校
能
力
開
発
係
a
'

ヽ
3
6
0
5
)
6
1
4
8

口座振替で
ゆとりある

生活を
特
別
区
民
碗
・
都
民
税

、
国
民
健
康
保
険
料

、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
時
が
便
利
で
す
。

口
座
振
膊
を
利
用
す
れ
ば
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け

、
あ
な
た
の
時
間
が
生
ま
れ
ま
す

。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

申
込
=

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(

郵
便
局
を
除
く
)
ま
た
は
区
担
当
課
窓
口

、各
区
民

亊
務
所
に

、預
金
通
帳
と
通
帳
印

、ス
‥納
付
"

を
持
参

問
先

悦
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
課
B
(
8
8
0
)
5
1
3
3

国
民
年
龕

昔
・、
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
木
町
庁
力

◎ 固定資産税・都市計画税第2 期分の納期は8 月2 日です。< 足立都税事務所>
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保
健
・
衛
生

痴
呆
性
高
齢
者

の
専
門
相
談

も
の
忘
れ
が
ひ
ど
い
、
自
分
の
居
場

所
が
わ
か
ら
な
い
、
夜
に
目
的
も
な
く

歩
き
回
る
、
排
泄
(
は
い
せ
つ
)
が
自
覚

で
き
な
い
な
ど
、
痴
呆
性
高
齢
氛
の
こ

と
で
悩
ん
で
い
る
方
に
、保
健
所
・
保
健

相
談
所
で
は
、
専
門
医
に
よ
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
ぷ
つ
に
対
応
し

た
ら
よ
い
の
か
、
専
門
の
阿
院
に
行
っ

て
診
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
の
か
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
=

最
寄
り
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所
に

電
話
予
約

※
保
健
婦
に
よ
る
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

申
・
問
先

―
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
(
表
2
)

表2 痴呆性 高齢者相談( 電話予 約)

高
脂
血
症
が
ふ

え
て
い
ま
す
!

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

中
性
脂
肪
と
上
手
に

つ
き
あ
う
に
は

日
時
=
8
月
4
・
9
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
(
2
日
制
)
対
象
=
区
民

内
容
―
専
門
医
、栄
養
士
に
よ
る
講
演
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
講
師
―
糸
氏
亨
氏

(
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
診
療
所
医
師
)
、渡
辺

育
代
氏
(
管
理
栄
養
士
)
定
蝿
=
5
0
人

(
先
着
順
)
費
用
=
無
料
申
込
=
電

話
場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
相
談

所
`
‘
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

8
月
の
献
血

表3　8 月の献皿

● いずれも午岡10畤～11恥30分　
午後12糾30分～3畤珊

日
時
等
↓
″
3
の
と
お
り

問
先
L
葛

飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

さ
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

税

金

納
税
の
ご
相
談
は

お
早
目
に

平
成
5
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
1
期
分
と
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
が

過
ぎ
ま
し
た
。
納
期
限
が
過
ぎ
る
と
翌

日
か
ら
日
歩
2
銭
、
2
ヵ
月
目
か
ら
日

歩
4
銭
(
年
率
1
4・
6
%
)
と
高
率
の

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
ぐ
、

理
由
な
く
納
付
さ
れ
な
い
と
き
に
は
差

押
等
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い
場

合
や
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
場
合

は
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
納
税
第
∵

二
係

霑
(
3
8
8
0
)
5
0
9
{
0

年

金

8
月
ね
ん
き
ん
相
談

日
時
=
8
月
4
日
(
水
)
、午
前
1
0時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
―
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

内
容
=
年
金
に

つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑
問
や
様
々

な
心
配
事
に
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所

の
担
当
官
が
答
え
ま
す

問
先
―
中
央

本
町
庁
舎
・
推
進
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

教

育

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

病
気
な
ど
や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ

り
、
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就

学
さ
せ
る
義
務
を
愬
予
ヽ
ま
た
は
免
除

さ
れ
た
方
な
ど
に
対
し
。
中
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
認
定
す

る
た
め
に
、文
部
省
が
行
う
試
験
で
す
。

合
格
者
は
高
等
学
校
入
学
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。

試
験
日
1
1
1月
1
2日
(
金
)

場
所
=
都
立
中
央
図
一
館
(
港
区
南
麻

布
)
科
目
=
国
語
・
社
会
・
数
学
・

理
科
・
外
国
語
(
英
語
ま
た
は
ド
イ
ツ

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
)
願
書
a
8
月
9

日
～
9
月
8
日
、
都
・
義
務
教
育
心
身

障
害
教
育
課
へ

問
先
=
都
・
義
務
教

育
心
身
障
害
教
育
課
学
事
担
当

魯
(
5
3
2
0
)
6
了
5
2

ま
た
は
千
庄
本
庁
舎
・
学
事
第
一
係

外
国
人
学
校
の
児
童

・
生
徒
の
保
護
者
の

方
に
補
助
金
を
支
給

外
国
人
学
校
へ
児
童
・
生
徒
を
通
学

さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方
に
、
学
資
の

負
担
奮
一
減
す
る
た
め
、
平
成
5
年
度

前
期
分
(
4
月
～
9
月
)
の
補
助
金
を

支
給
し
ま
す
。

申
請
6
足
立
区
内
の

外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
は
、
学
校
の
指
示
に
従
っ
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
足
立
区
外

の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
は
、
千
住
本
庁
舎
・
私
学

振
興
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
)

※

甲
請
に
は
、
在
籍
証
明
書
(
区
所
定
様

式
の
も
の
)
、保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(

郵
便
局
は
除
く
)
、
印
か
ん
が
必
要
で

す

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
総
務

課
私
学
振
興

第15回

足
立
の
花
火
大
会

7
月
2
9日
(
木
)

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団
体
1

事
業
、
3
ヵ
月
間
再

掲
載
不
可
。

投
稿
・
問
先
=
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
夏
休
み
子
供
手
話
教
室
(
あ
す
な

ろ
)
8
月
2
・
3
・
4
日
、
午
前

1
0
時
～
正
午
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/

小
・
中
学
生
対
象
/
無
料
/
山
崎

昔
(
3
8
5
9
)
5
7
2
4

=
募

集
=

☆
透
明
水
彩
画
初
心
者
の
集
い

毎

月
第
1
〃
3
土
曜
日
、
午
後
1
時
3
0

分
/
都
市
農
業
公
園
管
理
棟
/
3
ヵ

月
8
千
円
/
講
師
・
小
林
正
太
郎
氏

/
井
出

魯
(
3
9
1
3
)
0
2
6
7

☆
柬
溯
江
剣
友
会

毎
週
月
・
木
曜

日
…
午
後
7
時
、
土
曜
日
…
午
後
6

時
3
0分
/
東
渕
江
小
学
校
体
育
館
/

入
会
金
千
円
、
月
額
千
円
/
松
本

酋
(
3
6
2
9
)
9
1
5
8

☆
油
絵
教
室
(
油
遊
会
)

毎
週
水
曜

日
、
午
後
1
時
～
4
時
/
興
本
セ
ン

タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/

吉
沢

可
8
9
0
T
0
7
6

☆
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

毎
週
水
曜

日

午
前
1
0時
Å
‥
J時
3
0分
/
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
鴎
円
/
加
藤

酋
(
3
8
8
3
)
0
8
9
2

☆
裏
千
家
茶
道
(
み
ど
り
の
会
)

毎
週
水
曜
日
、午
後
2
時
～
4
時
/

伊
興
セ
ン
タ
ー
/
初
心
者
歓
迎
/
入

会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/
曽
合

酋
(
3
8
9
9
)
6
0
0
5

☆
将
棋
サ
ー
ク
ル
(
棋
興
僉
)
毎
週

土
曜
日
午
後
7
時
～
9
時
3
0
分
/

興
本
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
無
料
、
月

額
齋
円
/
伊
東

魯
(
3
8
8
6
)
0
1
3
9

北 海 道 南 西 沖 地 震

義援金の受け付け

区では、被災地援護のため千住本庁
舎と中央本町庁舎に募金箱を設置し ま
した。また、千住本庁舎4 階・総務係
に直接お持ちいただいても結構です。
期限- 8 月20日
間先一千住本庁舎・総務係

区内47ヵ所の児童舘 夏休み中の主な行事 ( < わしく は、お問い 合わせください 。1 ～41 は住区センターです)

◎ 8 月1 日 ～7 日 は「水 の週間」です。
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●
夏
休
み
の
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
●

新

庁

舎

の

建

設

工

事

現

場

見

学

会

日
時
=
8
月
2
2日
(
日
)
、見
学
時
間
約
1

時
間

対
象
=
区
内
在
住
の
小
・
中

学
生
(
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
の

付
き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
)

内
容

=
工
事
の
説
明
、ビ
デ
オ
、見
学
、体
験

コ
ー
ナ
ー

※
記
念
品
あ
り

定
貝
=

鵬
人
程
度
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、学
校

名
・
学
年
、
電
話
番

号

、「
工
事
現
堤
見
学

会
希
望

」
と
明
記

期
限
=
8

月
2

日
必

箸

申
・
問
先
=

庁

舎
建
設
課

〒
1
2
0中

央
本
町
1
1
1
7

庁

舎
建
般
工
事
事
務
所

酋
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

鉄骨の基礎が組まれ大型
クレーンが勳く建殴現場

都民ゴルフ場の

区民開放と
クリーン荒川

荒
川
の
河
川
敷
に
あ
る
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
都
民
ゴ
ル

フ
場
。
昨
年
1
0月
、
1
8ホ
ー
ル
と
し
て

再
び
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
を
記
念
し
て

区
民
開
放
を
実
施
し

。
多
く
の
区
民
の

参
加
を
得
、好
評
で
し
た
。引
き
続
き
、

今
年
度
も
区
民
に
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
荒

川
の
河
川
敷
に
親
し
ん
で
も
ら
う
と
と

も
に
、
ク
リ
ー
ン
荒
川
運
動
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、
都
民
ゴ
ル
フ
場
を
低

料
金
で
開
放
し
ま
す
。

開
放
日
=
1
0

月
1
6日
(
土
)
I
R

セ
ル
フ
カ
ー
ド
プ

レ
ー

場
所
=
都
民
ゴ
ル
フ
場
(
新
田

一
丁
目
地
先
荒
川
右
岸
河
川
敷
)
1
8

ホ
ー
ル
、
パ
ー
6
5
対
象
―
区
内
在
住

で
、
ク
リ
ー
ン
荒
川
運
動
に
参
加
で
き

る
方
(
1
5～
2
0分
程
度
の
河
川
敷
清
掃
)

定
員
―
旧
人
(
抽
選
)

費
用
1
7
千
7
0
0円

※
費
用
は
、
当
日

受
付
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
。

昼
食
代
、
ロ
ッ
カ
ー
費
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん

申
込
=
(
ガ
キ
に
参
加
者
全

員
(
1
枚
で
4
人
ま
で
可
)
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
代
表
者
氏

名
を
明
記

※
(
ガ
キ
以
外
の
申
し
込

み
、参
加
者
全
員
の
配
載
が
な
い
も
の
、
i

人
以
上
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

す
べ
て
無
効
で
す

期
限
=
8
月
1
0日

必
着

公
開
抽
選
=
8
月
1
8日
(
水
)
、

午
前
1
0時
か
ら
中
央
本
町
庁
舎
3
階
3
0
3

会
巌
室
で
行
い
ま
す

申
・
問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
道
路
管
理
課

〒
1
2
0中

央
本
町
1
1
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

情 報 コ ー ナ ー

夏休 みにおすすめの本

親子で読んでみませんか

区には、図書館が16館、約110万
冊の本があり、どなたでも 利用で
きます。何を読んでいいか迷って
いる方は、図● 館のおすすめする
特集棚を見て はい かがでし ょう
か。そのほかに。絵本・旅行の本
・自由研究や工作の本などいろい
ろな本が皆さんを待っています。
この夏親子で昃んでみませんか。
問先一中央図書館
03840 ―4646

あのチャップンが 帰 ってきた!

あだちまつり

A- F eS t a' 93
今年の又匣まつりの概要が決定

し ました。メインキ ャラクタ ーは、
あのMr チャップ ン。今後のイベ
ント情報をお楽し みに。日時==10
月9( 土) ・10日( 日) 場所一荒川
同川敷虹の広場、北千住駅西口前
テ ーマード キドキ ジ ャンプ-
みんなのまつり いち にの

さん力←

※他哂デザイこ・もありま穹。

メインキ ャラクタ ー( Mr チ ャ
ップン) をデザインしたT シャツ
を販売します。収益は、まつりイ
ベントの経費に充てられます。7
月末から販売する予定ですが、く
わしくは。お問い合わせください。

- いずれもー
問先一中央本町庁舎・地域振興課
育成係153880 ―5173

一
す
夕
ま

なま 第46回
区民体 育大会

サッ カ
ー 大会

日時- 9月5日～11月21日の毎週
日曜日、午前9 時から 場所一荒
川江北橋右岸緑地競技場 対象一
区内在住・在勤の方で構成したチ
ーム 内容一予選リーグ戦・決勝
ト ーナメント戦 費用- l チーム8000

円 申 込= 電話 期限- 8
月5 日 申・問先- サッカ ー協会
事務局・小林茂
113880一5173

夏休み!
父と子の料理教室

料理は、お母さんだけの仕弔で
はありません。いつもは仕事に忙
しいお父さん。お子さんといっし
ょに料理づくりにチャレンジして
みませんか。日時- 8月22日
( 日) 、午前1( l 埓～午後2時対象
一区内在住・在勤・在学の方で、
小学校3 年から中学生までのお子
さんといっしょに参加できる方
定員- 24 組( 抽選) 申込一往復八
ガキに住所、父と子供の氏名。父
親の年齢、子供の学年、父親の職
業、電 話番号、希望理由を明記
期限- 8 月6 日必着 費用一無料(
ただし、材料費1 人800円実費負
担) 場・申・問先一女性総合セ
ンタ ー 〒123 梅田7- 33- 1 工
ル・ソフィア内
038805 四

豆は
っ ぴ贈呈

スタンプラリ ー
「あだちスタンプラリー」は、

区の施設や名所旧跡など区内20ポ
イントにある、オリジナルスタン
プを楽しみながら集めていただく
もので、10ポイント以上スタンプ
を集めた方に、記念品を用意して
います。8月2日～31日までの期
間は、先着300人の方に通常の記念
品のほかに特別記念品として、 オ
リジ ナル豆は っぴを差し 上げま
す。 申・問先一観光協会( 中央
本町庁舎・産業振興課内)
03880 ―5191

みどりの観察会
初秋の一日を緑豊かな武蔵野

で、緑の大切さを体験してみませ
んか。日時- 9月11日( 二1二) 。午
前8時～午後6時場所一神代植
物公園、深大寺( 調布市深大寺元
町・貸し切りバス利用) 対象- A
コース… 区内在住の小学生とそ

の保護者( 値物に 親しむための親
子教室) / B コース… 区内在住の

方〔初秋の植物観察〕 定員一各コ
ースとも40 人( 抽選) 費用一
無料( 昼食は各自持参) 申 込一
往復ハガキ( 1 通につきA コース
は2 組、B コースは2 人まで) に
住所、氏名( A コースは親子の氏
名) 年齢、学年( A コースのみ)、
電話番号 「みどり の観察会」と明
記 期限- 8 月10日4r眉 申・問
先一水と緑の公社・緑化推進課
〒l a} 綾瀬2- 30 ―6
S3838 ―8126

さ
あ
夏
休
み
!

プ
ー
ル
ヘ
行
こ
う

●
舎
人
第

一
小
学
校

●
新

田

小

学

校

夏休み期間中、
下表のとおり学校
のプ ールが一般の

方でも利用できま

す。暑い夏をプールで思う 存分お
楽しみください。 問先一千住本
庁舎・体育管理係
03882- 1111( 代)

利 用案内

企
画
展

湿
田
の
農
耕

東京東郊の農業 技術
湿田地帯であった足立区周辺地

城は、近郊農村として発達するに
ともない、収穫の少ない湿田を換
金しやすい作物の栽培に転用する
ようになりました。湿田を利用し
た作物に関する資料や農具を紹介
し。東京東郊農村の欠恵と技術を
明らかにします。日時- 7月24

日～9月26日、午前9時～午後5
時( 入館は午後4 時30分 まで)
※ 饂涓月曜日は休館 入館料 大

人・・・200円/ 小・ 中学 生… 100 円
Cただし 第2 土曜日の午前中は無
料) / 団体… 20人以上は半額 墻
・問先===郷土博物館
f f 3620 ―9393

足立区本木のせりつくり
( 石坂満氏撮影)

◎ 「あ だち広報」は再生紙を使用し てい ます
SeN240, 000


